
“CYCAS（サイカス）”とは、戦禍にもた
くましく生き抜いた、本校のシンボル的存
在「蘇鉄」の学名による。着実に積み重
ねてきた伝統と、未来に向けて羽ばたく
力強いエネルギーを象徴しています。
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3度目の還暦にむけて
江戸時代中期の思想家石田梅岩

は、丹波の農民の出、京都の呉服
店に丁稚奉公し、番頭になります。
しかし、今日と同じ我利我利亡者ば
かりがあふれる世相を憂え、様々な
宗教・思想の真理を独学で研究、身
近な例を使い、平民のために平易で

実践的な人の道を説いたとされています。この梅岩が広
めた農民・町人道徳に関する学問を「心学」または「石
門心学」と言い、 農民・町人も一人の人間として自覚す
ると共に，人間の職分を通して社会生活を協同して築く
べきことを説きました。その逸話が某新聞のコラムに掲
載されていましたのでご紹介します。

ある時、聴衆の一人が梅岩に質問をします。「先生は、
我を捨てよ、欲を離れよと仰せられますが、私はどうし
ても我を捨てることができず、欲を離れることもできま
せん。大金持ちになりたいという野心を捨てきれないの
です」

梅岩はしばらく考え込んでいたが、こう答えたという。
「それでよいのだ。が、物持ちになるつもりなら、何

十町歩の田畑を持ちたい、何百町歩の山林を持ちたい
といったような小さな物持ちになることを望んではいけ
ない。小さな日本を、何千万にも仕切った中の小さな区
画を我がものにしてみたところで、とても物持ちとはい
われまい。できることなら日本一の……いやそれでも小
さい、世界一の……、いっそ世界全体を我が手に持つ
ほどの物持ちになれ……」と。

世界全体を持つということは、実際は何も持たないの
と同じ。つまりは、「我は天地と一体、天地は我と同一」

「天の心は人なり、人の心は天なり」、人の心と天（地）
とは本質的にひとつであり「人は一つの小天地」である
と説きます。

人間が創っている社会と天地（自然）との間には何ら
隔てはなく、この世に君臣・父子・夫婦・兄弟・朋友等
の関係や四民の別は、自然界に日月の運行や風雨寒暑
の去来があることと、何ら変わるところはないとしてい
ます。梅岩が残した他の言葉には、「もし聞く人なくば、
たとい辻立ちしてなりとも　わが志を述べん」というも
のもあり、心学は「日頃の行動こそが第一」とも説きます。

この倫理的精神の高みにまで達してくれるかどうか…
…。

今後共、ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。

学校長
古 川  英 明
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「秋光（しゅうこう）」	 野村　智（社会科教諭）撮影
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同窓会活動の活性化と学園のレベルアップのため、
新鮮な発想でさまざまな取り組みを

関西大倉同窓会 会長
髙寺　淸（昭和41年卒）

10月2日、母校は創立120周年から満1年を迎えまし
た。この春の中学・高校の入学者数は大きく増加しました。
これは校舎の建て替えや教育インフラの更新、ならびに
一連の入試広報活動の成果が数字に表れてきたものであ
り、さらにクラブ活動においても全国レベルで好成果が
挙がっています。

これらの成果を未来に向けた関西大倉の評価の向上
とさらなる成長につなげるのか、あるいは創立120周年
の一時的な現象に終わらせてしまうのか。今はまさにそ
の分岐点にあるといえます。少子化のさらなる進行という
厳しい状況の中、これらの成果をしっかりと受け継いで
育ててゆく努力と施策が必要になります。学園と同窓会
も連携し一体となって、関西大倉の今後のために取り組
んでゆく必要があると考えており、その取り組みを始めた
ところです。

同窓会としましては、今までの同窓生相互の親睦・情
報提供といった役割に加え、学園の知名度を向上させ、
関西大倉を目指してもらう生徒の増加とレベルアップにつ
なげてゆくために、活動の活性化をどう進めるべきかを
テーマに、この春から取り組みを進めています。各テー
マ毎にワーキンググループを作り、若手の理事にできる
限り参加いただいて新しい発想を取り入れながら、具体
的に検討を進めています。

同窓生全員が参加できるような活動にすることを目

指し、まずはホームページの更新とともに、学園・同窓
会の出来事や情報が把握でき、同窓生間が交流できる
SNSサイトの立ち上げに取り組んでいます。学園と同窓
会・同窓生相互の情報発信と意見交換が活発にできるこ
とが、活動の活性化の原点になると考えるからです。

そういったことと並行して、散逸しつつある史料の整
理や資料室展示の見直し、学年毎のタイムカプセルの整
備といった企画も若手・女性の理事メンバーから提案さ
れてきています。このような場合には、その都度ワーキ
ンググループを立ち上げて検討を進めるといったように、
柔軟な体制で臨むことを基本姿勢に、取り組み・検討を
進めていきます。また、姉妹校の韓国・善隣インターネッ
ト高校との相互交流は来年、40周年の節目を迎えます。
現在は毎年交互に訪問交流を続けており、今年は11月
に同校の同門会一行が来日されました。その際、関西大
倉側主催で姉妹結縁締結40周年の記念行事を実施しま
した。生徒間でもホームステイの交流が続いていますが、
国際交流の一環として、さらに充実させていくために、
同窓会としても協力していきたいと考えています。

同窓会活動の底上げと活性化を進めていくことによ
り、学園側で進められているさまざまな改革への取り組
みと連携し、より踏み込んだ課題にもともに取り組み、
120周年の成果を継続させ、関西大倉のさらなるレベル
アップにつなげていきたいと考えています。

クラブ
活動紹

介
高校ソフトボール部

現在部員13名（2年生8名、1年生5名）で活動しており、インター
ハイ出場を目標に日々練習に励んでおります。OB・OG の方々に
おかれましては、お時間ございましたらグラウンドに来ていただき、ご
指導のほどよろしくお願い申し上げます。

近畿大会 
令和5年度　第21回大阪高校ソフトボール春季大会の結果、

大阪府代表として第66回近畿高等学校ソフトボール選手権に出場
しました。

1回戦	
●	関西大倉（大阪）1－6
　	明石高校（兵庫）
2023年度大阪府選抜選考
会の結果、池中匠（3年生）

と伊田一優（2年生）の2名が選出されました。
特別国民体育大会・近畿ブロック大会 
2回戦	 ○	大阪	6―3	 兵庫
第1代表決定戦	○	大阪	6－0	滋賀
以上の結果により、10/8（日）から鹿

児島県南九州市にて開催される特別国民
体育大会の出場権を獲得しました。

顧問：重松（佑）・中川

7月15日に兵 庫 県
にて開催された近畿大
会個人戦の部に、ソ
フトテニス部の伊藤愁
真（3年）と松尾慶（2
年）のペアが出場しま
した。およそ20年ぶり
の近畿大会出場でし
た。緊張の中で臨んだ試合でしたが、最後まで必死にボールを追
いかけ、強豪校相手に善戦しました。

ソフトテニス部は現在、2年生2名、1年生15名で活動してい
ます。1年生のほとんどが初心者のチームとなり、基礎的なメニュー
を中心に練習に励んでいます。卒業された先輩方におかれまして
は、現役生に稽古をつけに来ていただけるとありがたいです。

顧問：打明・清水・杉野

ソフトテニス部



第 47 号

3

剣道部

柔道部

私たち剣道部は6月
に行われたインターハイ
予選において、男子
団体戦でベスト8に進
出し、7月16日（日）
に奈良県橿原市で開
催された近畿大会へ
の出場を果たしました。
3年生も全員が引退を延ばし、中学・高校部員一体となって関西
の強豪との試合に臨みました。試合結果はリーグ戦で敗退しました
が、3校リーグで1勝1敗という成績でした。近畿大会で1勝でき
ることは素晴らしいことであり、この時本校が惜敗した学校が優勝し
たことを考えると、改めて選手の健闘をたたえたいと思います。

そして新チームとなり、和歌山県での夏合宿も3年間はできませ
んでしたが、久しぶりに行うことができ、秋の練成会シーズンも近隣
の学校と汗を流し、充実した取り組みが行えています。11月には
新チーム初の公式戦を控え、さらに稽古にも熱が帯びていくことと
思います。OB・OGの先輩方も後輩たちの顔を見に、ぜひ道場
へお越しください。

顧問：田村・岩澤・小栗・稲葉

洋弓部

第62回近畿高等学校アーチェリー選手権　出場
・男子個人：木下（2年連続）
第70回大阪私立高等学校総合体育大会　アーチェリーの部
・女子団体 第3位 1450点 花元・丸山・戸田
第58回大阪高等学校アーチェリー選手権大会　新人の部
・女子新人の部 第3位 305点 丸山
この『サイカス』原稿執筆時点で高3の15名が引退しており、

高2が8名、高1が8名、中3が1名、中2が6名の合計23名
で活動しています。保健体育科の田中仁菜先生による技術指導、
OB諸氏の毎週土曜日の指導のおかげで、近畿大会に男子個人
で2年連続の出場ができました。

今年はコロナ禍前以来となる木戸花荘での夏合宿を実施しまし
た。その甲斐あって、第58回大阪高等学校アーチェリー選手権
大会予選において男女合わせて12名が出場し、うち7名（男子
1名と女子3名は高1）が決勝進出を果たしました。

OB・OG諸氏におかれましては、お時間がございましたら、後
輩への指導と激励をいただけると幸甚です。指導をしていただくに
は、顧問かOB会長の岸本氏までご一報いただきますようお願いし
ます。

顧問：豊山・河角・田中（仁）

今年も道場でOB・OG会を実施することができました。
30名近くの先輩方に道場に集まっていただき、現役生6名（中

1：3名、高1：3名）と一緒に楽しい時間を過ごすことができました。
まだまだ初心者の集団ですが、焦らずに活動を継続していきます。
お時間が許しましたら、道場に来ていただき指導していただけたら
部員も喜ぶと思います。

OB・OG会では、大野先生をはじめ、皆さんの元気なお姿を拝
見できてとても有意義な時間になりました。道場で汗をかいてから、

食堂で会食するという流れも定着しつつあります。その場では、今後
は北井君を中心にOB・OG会の活動を盛り上げていくという報告も
されました。今年都合がつかなかった先輩も、来年はお待ちしています。

顧問：浦﨑・芳賀

ダンス部は今年度、18名の新入部員（高1）を迎え、現在は
28名で活動しています。今夏の作品のテーマは「己叫（おたけび）」。

「私たちはコロナ禍で減ってしまった人との交わりに危機感を覚え
ている。このまま枯れた人間にならないよう、人間同士の隔たりを
破り前に突き進まないといけない。己を奮い立たせ、私たちは叫ぶ」
という意味を込めてこのように名づけました。

この作品で臨んだ第16回日本高校ダンス部選手権（通称：ダン
ススタジアム／ 8月17日にパシフィコ横浜で開催）では７位となり、
3年連続で入賞を果たしました。出発した日は東海地方の豪雨に
よって新幹線の運行が止まり、2時間半遅れの到着となりましたが、
部員たちは疲れも見せず、大きな舞台で練習の成果を発揮してく
れました。昨年の準優勝を上回る日本一を目指して来たので、７位
は少し不本意な結果ではありましたが、この悔しさをバネに、全国
優勝を目指してこれからも活動に励んでいきたいと思っています。

また、ダンス部は第11回全国高等学校ダンス部選手権（Dance 
Club Championship）においても予選を突破し、8月24日に東京
のガーデンシアターで開催された全国大会に出場しました。こちらの
結果は4位で、惜しくも来年度のシード権は取れませんでしたが、
協賛企業であるケロッグ社よりケロッグ賞をいただきました。審査員
の1人であった中曽根梨乃さんは立ち上がって本校のダンスを絶賛
してくださり、関西大倉ダンス部の世界観で今年も観客を魅了する
ことができたと思います。この2つの大会には遠方にも関わらず、

ダンス部 保護者の方もたくさん応援に来てくださいました。この場を借りて改
めて御礼申し上げます。　　　　　　　顧問：木下・渋谷（香）
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祭りに出演させていただきました。これ以外にも、校内外で多くの
演奏の機会をいただき感謝しています。4月の定期演奏会で世代
も替わり、現在は中高合わせて約70名で活動しています。今後
も文化祭や秋祭りに向け、頑張っていきます。

顧問：中井（孝）・鍵・重松（洋）

コロナ禍で中止になっていたイベントも多くが復活し、多くの演奏
の機会をいただきました。

5月にはディオス北千里音楽祭や茨木里山まつり、夏にはみの
はら地区ふるさとまつり、彩都夏まつり、郡ふるさと祭りと多くのお

和太鼓部

年記念式典）を開催の予定です。OB・OGの 方々にお願いです。
ただいま、OB・OGの部員名簿を整理しております。転居などによっ
て記念式典の案内がメールもしくは郵送で届いていない方は、至
急顧問まで連絡をお願いします。（072-643-6321　学校事務室）」

顧問：飴田・益井・槇原

6月11日（日）開催の第40回中学校高等学校ギター・マンドリン
音楽祭において金賞を受賞し、ギター部門では大賞を受賞しました。
金賞は28年連続受賞で、音楽祭大賞も昨年に引き続き15回目の
受賞となります。演奏曲目は「弦楽四重奏曲　第一楽章」（M.ラヴェ
ル作曲）です。今から3年前、定演・音楽祭に向けてこの曲の練
習に励んでいましたが、新型コロナウィルスの影響で急遽すべての活
動が中止となり、悔しい思いをしたという経緯があります。今回はそ
の思いを晴らすことができ、部員たちの喜びに溢れた笑顔が見られま
した。OB・OGの方々にご指導・ご支援を賜り、感謝申し上げます。

今年度も新入生が10名入部し、新体制になっても楽しく熱心に
活動しています。文化祭は久しぶりの制限無しでの開催となり、多
くの方々に演奏を聴いて頂き、楽しんでもらいました。今後も多くの
場で演奏できる機会を設けていきたいと思っています。

なお、来年の定期演奏会は3月30日（土）を予定しております。
皆様のご来場心よりお待ち申し上げます。

以下、OB会からのお知らせです。
「令和6年3月31日（日） 12：00より、千里中央の千里阪急ホ

テルにおきまして、クラシックギタークラブOB会（仮称：創立35周

クラシックギタークラブ

入場制限はほぼなくなりつつありますので、可能であれば吹奏楽部
の演奏に足を運んでいただければ幸いです。今年は2年ぶりにブラ
スシンフォニーコンクールにもチャレンジしています。同時期にあるアン
サンブルコンテストやソロコンテストの練習とも並行しながら、これからも
日々 頑張って練習していきます。

顧問：木村・杉本

2023年5月からの吹奏楽部の活動は以下の通りです。
5月3日（水・祝）
第20回定期演奏会	 池田市立文化会館（アゼリアホール）

8月1日（火）
第62回大阪府吹奏楽コンクール北摂地区大会（豊中市立文化芸術センター）

9月3日（日）
同窓会総会演奏（本校ハイブリッドホール）

9月30日（土）10月1日（日）
本校文化祭（ハイブリッドホール、野外ステージ）

11月18日（土）
第9回全日本ブラスシンフォニーコンクール西日本予選（門真市民文化会館ルミエールホール）

5月3日の定期演奏会ではご家族、部員の友人、本校関係者、
他校生など昨年に引き続き多くの方々にご来場いただき、本当にあり
がとうございました。また、受付や照明、司会などは例年通りOB・
OGに手伝っていただきながら無事に開催・終了することができました。
新型コロナウイルス感染症は5型になったとはいえ、対策を講じながら
日々 、目の前の行事に向けて練習を積み重ねています。演奏会の

吹奏楽部
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囲碁将棋部
将棋女子団体戦で、2年連続全国優勝しました。

【囲碁】
第47回大阪府高等学校囲碁選手権大会
女子団体戦	第3位	 山田	夏寧、吉田	紗弥、平林	華乃愛

山田と吉田は11月に三重県で行われる第43回近畿高等学校
総合文化祭囲碁部門に出場
【将棋】
第47回大阪府高等学校将棋選手権大会
女子団体戦	 優勝（2年連続）	彈	光栞、岸本	梓沙、神吉	咲良
男子団体戦	 第3位	 田北	結雅、薮内	奏和、中西	悠真

第47回全国高等学校総合文化祭将棋部門 兼
第59回全国高等学校将棋選手権
女子団体の部	優勝（2年連続）	岸本	梓沙、神吉	咲良、彈	光栞

昨年度優勝に続き、2連覇達成。第36回全国高等学校竜王
戦に今年度も招待される。

第20回大阪府高等学校将棋選手権夏季大会
女子団体戦	 優勝（3年連続）	神吉	咲良、岸本	梓沙、彈	光栞
男子団体戦	 準優勝	 薮内	奏和、中西	悠真、山内	淳矢
男子個人戦S級	 優勝	 田北	結雅

女子団体3名と田北は11月に三重県で行われる第43回近畿
高等学校総合文化祭将棋部門に出場

今年も、昨年に続き全国大会に出場し、2年連続の全国優勝
することができました。

部員も囲碁・将棋合わせて30名となり、頑張っています。
11月の近畿大会にも囲碁2名、将棋4名が出場し、将棋女子団

体は3連覇を目指し、頑張ります。
顧問：中井（孝）・福本・杉邨

交通研究・写真部

中国地方の分水嶺を越えて（2023年度「夏の合宿」）
今夏の合宿は、岡山・島根・山口・広島の順に中国地方を

反時計回りに周遊しました。「やくも号」では中国山地の峠を越え
る前後で車窓から見える川の流れが変わるため、列車に乗りなが
ら、瀬戸内側と日本海側の分水嶺を体感し、「スーパーまつかぜ号」
では夏空に映える日本海の絶景を楽しみ、山口線ではローカル線
の気動車にのんびりと揺られ、そのほかにも多くの風景に出会い、
鉄道旅を満喫することができました。1日目の夕食は、久々に部員
全員で食卓を囲むことができ、ご当地の出雲そばを堪能したのがよ
い思い出となりました。
行程表

7/31[月] 新大阪（スーパーはくと）上郡（普通）岡山（やくも）出雲市
（普通）西出雲／西出雲【泊】※岡山／出雲［グループ活動］

8/1		[火]
西出雲（普通）出雲市（スーパーまつかぜ）益田（普通）山
口（普通）新山口（普通）岩国（普通）広島／広島【泊】※
山口［グループ活動］

8/2		[水] 広島（新幹線さくら）新大阪　※広島［グループ活動］

顧問：野村・鍵

地歴・旅行部

フェリーで神話の国／火の国へ（2023年度「夏の合宿」）
今夏の合宿は、神戸からフェリーで出航し、九州へと向かいまし

た。船旅が初めての部員も多く、広い船内を散策したり、甲板か
ら神戸の夜景を眺めたり、レストランで食事を楽しんだり、鉄道や
バスなどでは味わうことのできない移動時間を過ごしました。そして、
船内より日の出を眺めて、大分港へ到着しました。バスに乗り換
え、目的地の高千穂峡に降り立つと、澄んだ空気、清らかな水、
深い渓谷、豊かなみどりが織りなす静寂な雰囲気から、神話の里
を自ずと体感したような気になりました。次に、長距離を移動した
後、霧島神宮を参拝し、近隣の温泉宿に泊まりました。最終日も
晴天に恵まれ、桜島の全容を眺めることができました。鹿児島では、
島津藩ゆかりの仙巌園を訪れ、桜島へフェリーで渡り、天文館で
買い物や食べ歩きを楽しみ、新幹線で帰阪しました。やはり、霧
島の宿舎での満天の星空と、線香花火の柔らかな光が、夏の思
い出として残りました。
行程表
8月20日（日） 神戸港（フェリーさんふらわ）　［船中泊］

8月21日（月） 大分港（バス）「高千穂峡・高千穂神社・天岩戸神社」（バス）「霧島神宮」［霧島泊］

8月22日（火） 霧島（バス）「仙巌園・旧集成館反射炉跡」（バス/フェリー）「桜島」
（フェリー /バス）「天文館」（バス）鹿児島中央（新幹線）新大阪

顧問：野村・牧野

私は、この学園の教室に差し込む「光」に季節を感
じることがあります。
とりわけ、教壇から眺める窓越しの木々と木漏れ日
が好きです。
新緑の鮮明な光、枯れ木からの柔らかな光など。
そして、新校舎
のある教室で、
授業時に見つけ
たのが、教卓に
映り込む木立で
す。
誰もいない放課
後の教室で、紅
葉リフレクショ
ンをカメラに収
めました。

C O V E R  P H O T O  ―― 表紙写真補遺

秋
光
（
し
ゅ
う
こ
う
）

スーパーはくと

高千穂峡 仙巌園と桜島

日本海
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関倉の学びの現在（いま）

着 々 と 進 む 創 立 1 2 0 周 年 記 念 事 業
事務室から —

●体育館空調設備設置工事●
昨年、当学園は創立 120 周年を迎え 10月 2日に記念式
典も滞りなく開催されました。それに合わせて、約 3 年間に
わたり「学園創立 120 周年記念募金」の募集も行いました。
『CYCAS』第 46 号にてご報告の通り、法人・団体・個人の
皆さまから1301口、69,233 千円のご厚志をいただきました。
誠にありがとうございました。
昨今は年々暑さが厳しくなっており、熱中症対策に悩まし
い状況が続いています。そのような状況下、5月度の理事会に
おいて髙寺理事（同窓会長・学園創立 120 周年記念事業実
行委員会委員長・周年募金委員長）より暑さ対策の一環として、
120 周年記念募金を体育館の空調設備設置に一刻も早く役立
ててもらいたいとの申し出があり、体育館空調設備設置に関
する議案が承認されました。
設置工事は授業に影響が出ないよう夏休みに行われ、8月

19日（土）より使用開始しています。生徒からは「メッチャ涼
しいです、ありがとうございます。」と喜びの声が聞こえてき
ます。
空調設備の概要は次の通りです。
施工業者：ダイキンエアテクノ株式会社
総 費 用：80,000 千円（一部学校負担）
設置場所：本校体育館

設置場所 室内機仕様 台
数

室内機
能力合計

１　
　

階

女子更衣室 天カセ 4 方向　11.2kW 2 22.4kW
男子更衣室 天カセ 4 方向　 7.1kW 4 28.4kW
トレーニングルーム 天カセ 4 方向　14.0kW 2 28.0kW
柔道場 天吊型　　　　14.0kW 4 56.0kW
剣道場 天吊型　　　　14.0kW 4 56.0kW
多目的ジム 天吊型　　　　14.0kW 7 98.0kW

２
階メインアリーナ 天吊型　　　　16.0kW 22 352.0kW

合　　　計      45 640.8kW

●中学棟（0号棟）教室改修工事●
今年度入学の中学1年生は募集定員140人に対し193人
とここ10 年間では最も多い入学者数でした。例年は多くても
150人を少し超える程度で推移していましたので、1学年 4ク
ラス以内に収まっていました。
現在の中学棟のレイアウトは、1階が中学及び高校それぞ
れの女子更衣室と多目的スペースとなっており、2階から 4階

は南側に 5 教室と北側に職員室、社会科教室、多目的教室
という並びになっています。
新1年生は 5クラス編成となり、そこで問題となったのが
普通教室の数でした。
1年生の教室は職員室と同じ 2 階フロアにありますが、2
階の教室は普通教室4 教室と元ＬＬ教室、3階も普通教室4
教室と元視聴覚教室となっており、また、西側の端にある特

2F廊下改装前（写真上）
と改装後（写真右）

3F教室内改装前（写真上）
と改装後（写真右）

同窓会からの引き渡し屋外機体育館アリーナ
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別教室の前の廊下には、社会科準備室等の部屋の仕切りが
ある状況でした。教室は西側から1年1組、2組と並んでおり、
1組は元ＬＬ教室を使用することとなりました。
中学生は学年が進むにつれて 2階から3階、4階へとホー
ムルーム教室が移動することになりますので、2階・3 階の特
別教室仕様の教室を普通教室仕様に改装する必要が生じて
きました。教室の内外装の改装工事となりますので、夏休み

期間中に工事を実施しました。
工事は、現中学棟を建設した鴻池組に発注し、教室の仕
様は既存の教室と極力同じ仕様にしてもらいました。工事は
7月24日（月）から 8月24日（木）まで休みなく続けられ、
1年 1 組の生徒は始業式の 8月25日からリニューアルされた
教室で勉学に励んでいます。

大 学 入 試 と ど う 向 き 合 う か
進路指導部から —

文化祭を週末に控え、学園の空気が少しウキウキしている
ときにこの原稿を書いています。今年は制限なしで文化祭を
行えることをうれしく思う一方で、全国的にコロナとインフル
エンザの罹患が増えつつあることを心配し、文化祭を無事終
えられることを願っています。
さて、社会ではデジタル人材の不足がニュース等で伝えられ
ています。それもあってか、文科省は3000億円規模の理工
農系分野を拡充する支援事業を行うと発表し、大学を公募し、
選考を行っています。ただし、その中身が少々やっかいです。
細かい内容は省きますが、文科省は2032年度までに、理工
農系300学部の新設などを目指しているというのです。一方で、
この春の大学入試で私立大学の53.3％が既に定員割れしてい
るという現実を忘れてはいけないと思います。この状況でさら
に学部の新設を促せば、何が起こるかは明白です。この先、
大学の淘汰がさらに進みます。
デジタル人材の不足とは言いますが、これまでの「薬学部６
年制制度」「法科大学院の創設」の例を見ると、そんなに見通
しが明るいようには思えません。ただ理系の学部に進んだだ
けでは求められる人材にはなれません。やはり必要とされる
力を身につけるために、力をつけられる充実した環境を選ぶ
必要があります。また、文系に進んだとしても、データサイエ
ンスの知識が必須になることは目に見えています。大学選び
は、今後ますます重要になっていきます。
このような状況の中で、生徒の皆さんに機会があるごとに
伝えているのが「大学合格はゴールではない」ということです。
終身雇用が当たり前ではなくなり、スキルアップのために転職
することが珍しくなくなったこれからの社会では、生涯学び
続ける必要があり、そのための土台となる知識や、学び方を
社会に出るまでに身につけておく必要があります。
一方で、生徒や保護者の中には、「できるだけ早く、楽に大
学に合格したい」という思いを持っている人が増えています。
それが、「年内入試の拡大」という大学入試の一つの傾向に
なっています。私はこの流れを非常に危惧しています。確か

に年内入試の中には、学力試験以外の方法で、時間をかけ
て受験生を多面的に評価し、その大学で学ぶのにふさわしい
人材を選抜するものがあります。一方で、「他大学よりも早く
合格を出して定員を確保したい」という大学側の狙いが透けて
見える安易な選抜があることも事実です。年内で受験を終え
るということは、受験勉強をする期間が短くなるということで
す。その中で、社会に出て学び続けるための土台の知識や、
自己管理能力、学ぶための計画性などが充分に身につくでしょ
うか。大学入試は、保護者からの支援を受けながら「勉強と
だけ向き合える最後の機会」かもしれません。また、知識面
だけでなく、人間としても大きく成長できるチャンスです。私は、
全力で受験に取り組んだ生徒が、結果に関係なく保護者に心
から「支えてくれてありがとう」と感謝の気持ちを伝える場面
を何度も見てきました。生徒たちは受験を乗り越えると本当
に逞しく成長します。
ある記事に、受験生が年内入試に傾く原因の一つに保護
者の意向が働いているというものがありました。保護者が、「子
どもにしんどい思いをさせたくない」「子どもがしんどい思いを
しているのを支える気力がない」という思いから年内入試を子
どもに薦めるというものです。受験がどれだけ大変で、保護
者のサポートがいかに大切かはこれまでの生徒たちを見てい
ても分かります。しかし、前述したように、大学受験は大き
な成長のチャンスです。子どもは必ず弱気になり、不安を口
にします。それでも保護者のサポートのもとで、自分の将来
を考え、自ら選択し、できる限りの努力をし、厳しい現実を
受け入れ、乗り越える経験を子どもにさせることが親の役目
ではないでしょうか。何より、安易に合格をつかんで受験を
終えてしまうことは、子どもの可能性を狭めることになると思
います。それが本当に子どものためになるのでしょうか。
進路指導部では、目先の合格だけでなく、生徒が精一杯
成長し、社会に出て通用する力を身につけて受験を終えてく
れることを願いつつ、サポートしていけるように働きかけてい
きます。今後ともご理解ご協力をよろしくお願いします。
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私が所属する神戸大学国際人間科学部発達コミュニ

ティ学科は、心理学・アート・ソーシャルエンパワメント・

スポーツなどのさまざまな観点から、人間の多様な発達

とその発達を支えるコミュニティについて学ぶ、非常に

学びの範囲の広い学科です。その中でも私は、アートコ

ミュニケーションプログラムに所属し、音楽や美術・映

画などが人間の心やコミュニティの形成にどのように関

わるのかを学んでいます。卒業研究では、記念すべき

第一回芥川賞受賞作品である石川達三の『蒼氓』という

作品を題材に、原作小説・演劇版・映画版・映画版シ

ナリオの四つの『蒼氓』の内容や検閲の箇所を比較する

ことで、当時の表現者たちの生きた時代を考察する予

定です。私は高校時代にはこの学科で心理学を学ぶ

コースに進みたいと考えていましたが、大学での授業

や、さまざまな人や場所との出会いを通して少しずつ自

分の興味が変わっていき、最終的にこの『蒼氓』という

作品に巡り会いました。フィルムや映像が現存していな

い戦前の映画や演劇について調べることは、残された

数少ない資料を探す冒険のようで、とても楽しいです。

また、私が通うキャンパスにはアートプログラムに所

属する生徒が自由に演奏できるピアノ練習室が 10 部屋

ほどあります。勉強の合間や授業の空きコマに気軽に

ピアノを練習しに行ける環境は、入学前には想像もし

ていなかった最高の環境です。その他にも、鏡張りで

ダンスが練習できる部屋や絵画に取り組むことができ

る部屋もあります。大学でも勉強も表現も頑張りたい

という人にはとても最適な環境だと思います。

課外活動では、週に2～3日集まって、好きな曲を好

きな人と自由に演奏するアコースティック音楽サークル

に所属しています。中高 6 年間の吹奏楽部とは音楽の

作り方も雰囲気も全く異なりますが、アコースティック

ギターやカホンなど新しい楽器に挑戦しながら毎日とて

も楽しく過ごしています。また、映画撮影現場にアシ

スタント見習いとして参加するなど、大学生という立場

だからこそ出来る挑戦にも積極的に取り組んでいます。

私にとって関西大倉学園で過ごした6 年間は、本当

に楽しい最高の学生生活でした。振り返って懐かしい

思い出があるということ、それを共有できる友人や先

生がいるということはとても幸せなことだと常々思って

います。だからこそ、今のこの大学生活も、振り返って

本当に楽しかったと思えるよう残り半年間を思い切り全

力で過ごしたいです。後輩の皆さんもぜひ、やりたい

ことは全部やって、いつか「懐かしい」と思えるような

最高の学生生活を送ってくださいね。

私の学生生活

大 学 探 究 記

神戸大学国際人間科学部発達コミュニティ学科4回生

肥 田  莉 奈（令和2年卒）
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夢O B 訪 問

ているかわからん」と叱られたことも

あります。ただ、高校二年、三年の萩

村武司先生は私のことを信頼してくれ

ており、よくクラスの運営に関わる仕

事を任せていただきました。そのため、

校内放送で職員室に呼び出されて、少

し恥ずかしかったですが、同時に自分

の自信にもつながりました。

さて、2003年3月に関西大倉を卒業

したものの、現役合格はかなわず、一

年間予備校に通うこととなりました。

ただ、高校三年生の頃から、繰り返し

先生方から「難関校の合格ができない

と思うからできない、やれる力はきっ

とある」と激励を頂いていたので、諦

めずに頑張れました。また、卒業後も

ある英語の先生からは特別に英作文を

ご指導していただき、予備校時代も関

西大倉のおかげで成長できました。そ

の甲斐もあり、大阪大学理学部生物学

科（当時）に入学しました。当時の高

校生物ではあまり扱っていなかった分

子生物学に大学に出会い、その可能性

に魅了されました。科学技術が進歩し

た今日でさえ、生物は人類ができない

ことを平然とやってのけています。細

胞は生命の設計図であるゲノムを、人

間の技術では遠くおよばないほど、正

確に複製しています。また、生物の活

動自身も高い効率で行われています。

人間が一日に食べる食事の

量とできる仕事の量と多様

さを考えると、その効率の

高さは容易に想像できるで

しょう。では、このような

ことをどうやって成し遂げ

ているのか？この疑問に、

生物を構成する分子から答

えを探す、すなわち分子生

物学の研究は、生物の理解

が前進するだけでなく、人類の抱える

問題の解決が期待できます。例えば、

現在、我が国において電力不足が問題

になっていますが、生物はかなり幅広

い食べ物から効率的にエネルギーを得

ている仕組みを利用すれば、この問題

も解決できるかもしれません。実際、

生体分子を利用して砂糖から発現する

技術が実現しています。他にも分子生

物学の研究が物質生産や医薬品開発に

貢献することが期待されます。そんな

分子生物学に魅せられて研究を進め、

2013年3月に博士（理学）の取得とと

もに学生生活を終えました。学生生活

を終えても、大学にご縁があり、東京

大学生産技術研究所で特別研究員とし

て研究を進め、その後、名古屋大学、

学習院大学で助教として研究を進めな

がら、学生を教える立場になり、2023

年4月1日からは北海道で最も古い私

立大学である北海学園大学の工学部生

命工学科にて准教授として研究室を主

宰することとなりました。

もう大学に身を置いて20年近くなり

ますが、私は、大学は可能性を信じて

頑張らねばならない場、と考えていま

す。たまに世間の声として、大学は、少

子化で未来がない、大学生は遊んでい

る、とネガティブにとらわれがちです。

しかし、大学は教育と研究の場です。

つまり未来を担う人材を育て、未来を

明るくする知識を収集・整理し、そし

て、そのどちらも社会に提供する場で

す。大げさですが、個人の未来も地域

の未来も、もっと大きく我が国、人類

の未来も大学の肩にかかっている、と

思っています。だからこそ、私は学生

と自分たちの研究の可能性を信じてい

サイカスに卒業生として寄稿する機

会をいただき、光栄に思います。私自

身は関西大倉の頃は優秀な生徒ではな

かった上に、同級生には私の知る限り

でも町長として活躍している人や、大

企業で研究開発に従事している人、ま

た医療従事者として貢献している人も

いるので、恐縮でもあります。

私が関西大倉に入学した2000年は

ちょうど高校が共学になる年でした。

当時の私の成績では関西大倉は少し合

格が難しい高校でしたが、共学に変わ

る年だからチャンスがあるかもしれな

い、と無謀な賭けにでて、総合コース

専願で受験し、運がよく入学しまし

た。総合コースは運動部で活躍する生

徒が多く、あまり運動が得意でない私

には少し居心地が悪かったので、なん

としてでも特進コースに上がりたいと

いう一心で入学後は勉強を頑張ったの

を覚えています。ただ、勉強ばかりの

高校生活ではなく、部活動にクラスの

日々も楽しんでいました。部活は文芸

部に地理歴史部、それに遊歩道部と三

つも掛け持ちしていました。特に遊歩

道部では高校に宿泊して、焚火を囲み、

炭焼き小屋を建てたことを覚えていま

す。焚火を囲みながら、高校一年の担

任でもあった岸岡紘先生と、火の正体

は何なのか、と身の回りの自然現象に

ついて問答をしたのを覚えています。

また、クラスでは早くに学校にきて、

同級生と自主勉強会をひらいたりもし

ていました。自主勉強会なんて書くと

勉強も頑張っている気がしますが、勉

強よりも男女ともに同級生と楽しく話

すことが目的でした。そういう心持ち

で勉強に励んでいたのがばれていたの

か、一度生徒指導の先生に「お前みた

いな真面目そうなやつは陰で何をやっ

可能性を信じる

友池 史明
平成15年卒 ● 北海学園大学

工学部生命工学科 准教授
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夢O B 訪 問

だ教科書にならない新しい知見までを

伝え、岸岡先生がかつてしてくれたよ

うに生命現象を学生と語り合いながら

考える力を育み、そして、萩村先生が

私を信じていたように学生に裁量を与

えて自信をつけさせています。まだま

だ研究室を立ち上げたばかりで、芽生

えの段階にさえ至っていませんが、い

つかは関西大倉にも、胸を張ってご報

告にいけるよう、精進してまいります。

ます。昔、関西大倉の先生方がおっ

しゃっていた「できないと思うからで

きない、やれる力はきっとある」とい

う声を、今度は私が学生にかけて、教

科書に載っている基本の知識から、ま

コロナ明けの今年も同期達が同窓会総会と同期会に集
まりました。総会は無届欠席
者が2名おりましたが、二次
会こと「同期会」では4名が
加わり16名、恩師の清水信
昭先生にもご参加いただき、
計17名になりました。昨年
の10名から倍増とまではい
きませんでしたが、多くの同
期が今昔物語で盛り上がりま
した。アッ忘れておりました、
直前に体調を崩し出席できな
かった同期の1人は回復し、
同期会途中からオンラインで

参加してくれましたので18名でした。
この後も元気印強者の4名はさらに“アフター歌謡会”
にお出かけしましたが、今回その証拠写真は入手できま
せんでした（笑）。	 （幹事：ＫＫ＆ＭＭ記）

S46年卒同期会報告（復活編）

同期が営む有名焼き肉店にて
〔後列〕松本、中村、和本、小濵、北畠、大久保、稲田
〔前列〕鍋島、及川、田村、清水先生、村田、南道、福井、
柴田、竹原

総会後の集合とならず 2名が迷子！？
〔後列〕鍋島、和本、村田、福井、中村、松本
〔前列〕田村、及川、北畠、福井
〔迷子〕福西、竹原

同 窓 会 事 務 局 よ り

●次年度より広報誌「サイカス」は年1回の発行になります。ご承
知のほどよろしくお願いいたします。

●同窓会活動の活性化を図るため、同窓会支部の設立を願って
います。今は、SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）全
盛の時代とはいえ、人は直接の出会いがあってこそ確たる絆
が結ばれるものであると思います。各地に同窓会支部が誕生
すれば、世代を超えて絆が生まれ、支部活動が関西大倉同窓
会全体を盛り上げていく力になるものと確信しています。ぜひ
関西大倉同窓会支部を立ち上げていただきたいと思います。
同窓会支部設立に向け、事務局として協力していきたいと思っ
ていますので、幹事・世話役の方、お知らせください。

●同窓会として母校の教育活動に対して積極的に協力していき
たいと思っています。その一環として、多大な成果を上げてい
るクラブ活動に対して、応援などにかかわっていきたいと思っ
ています。その協力の一つが財政支援であると考えています。
しかし、現状は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、同
窓会会報協賛寄付金への納入に一層の陰りが見られます。誠
に恐縮ですが、卒業生の皆様方には何卒ご賢察いただき、ご

協力を賜りますようお願いいたします。
●学園本部棟の同窓会事務局に設置されている学園資料室を
伝統ある母校にふさわしい歴史資料室に改造するためその
準備を推し進めています。現在、学園が所蔵している資料の
点検・整理を行っています。今後、さらに学園関係資料を充実
させるため、卒業生はじめ学園関係者の方で印刷物や写真な
ど貴重な学園関係資料を所蔵されておられましたら、ご提供
または複写のための貸与の機会をいただければ幸いです。

●同窓会行事の一つとして「関西大倉同窓会親睦ゴルフ大会」
を実施しました。昨年度までは「学園募金応援ゴルフ大会」
の名のもとに学校が中心となって開催してきましたが、今年
度より同窓会主催で開催しました。参加いただいた同窓生の
皆様には日ごろの腕前を存分に発揮し、プレーを楽しんでい
ただきました。次年度の親睦ゴルフ大会の詳細につきまして
は同窓会のホームページにてお知らせいたします。その際に
は、万障お繰り合わせの上ご参加ください。

●同期会、クラブOB・OG会を開催されましたら、その模様を原
稿としてお寄せください。『サイカス』に掲載し、紹介させてい
ただきたいと思います。	 （N.S.	記）
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■関西商工学校
置　塩　次　郎  商業科   令和 4. 12. 25
黒　島　良　雄  商業科   令和 4. 12.

■大阪大倉商業学校
谷　垣　仙之輔  36 回 （昭和 21） 平成 26. 1. 10

■関西大倉高等学校
窪　田　信　夫 全 2 回 商業科 （昭和 25）
糠　野　禎　也 全 5 回 商業科 （昭和 28） 令和 5. 7. 9
森　田　喜代治 全 6 回 商業科 （昭和 29） 令和 5. 2. 5
石　橋　良　夫 全 7 回 商業科 （昭和 30） 令和 4. 12. 9
大　西　　　弘 定 7 回 商業科 （昭和 30） 令和 5.
尾　北　　　稔 全 7 回 商業科 （昭和 30） 令和 5. 3.
中　川　　　亘 全 7 回 商業科 （昭和 30） 令和 2. 3. 4
小　林　兵太郎 全 7 回 商業科 （昭和 30） 令和 4. 8. 31
北　村　英　一 定 5 回 電気科 （昭和 31）

阪　上　秋　男 全 8 回 電気科 （昭和 31） 令和 4. 8. 27
坂　井　啓　佑 定 6 回 商業科 （昭和 32） 令和 2.
杉　村　信　芳 定 6 回 商業科 （昭和 32） 令和 4. 3. 10
山　脇　正　三 全 11 回 電気科 （昭和 34） 令和 5. 4. 15
佐々木　　　渉 全 12 回 普通科 （昭和 35） 令和 4. 1.
安　倍　浩　一 全 13 回 電気科 （昭和 36） 令和 5. 2.
杉　山　博　明 全 16 回 商業科 （昭和 39） 令和 4. 10.
丸　山　博　將 全 17 回 普通科 （昭和 40） 令和 4. 11.
石　田　　　徹 全 19 回 普通科 （昭和 42） 令和 5. 4. 23
辻　井　啓　三 全 19 回 普通科 （昭和 42） 令和 4. 8. 9
崎　山　博　司 全 24 回 普通科 （昭和 47） 令和 4. 10.
小　林　健　治 全 28 回 商業科 （昭和 51） 令和 4.
古　川　知　秀 全 31 回 普通科 （昭和 54） 令和 4. 10. 23
藤　岡　秀　和 全 32 回 普通科 （昭和 55） 令和 5. 3.
松　尾　　　淳 全 50 回 普通科 （平成 10） 令和 4. 12. 7
松　井　俊　貴 全 62 回 普通科 （平成 22）

訃　報
ご逝去の通知をいただいた方々の氏名と卒業年次を掲載し、
故人のご冥福をお祈りするとともに同総会会員にお知らせいたします。（敬称略）

	 同窓会・広報誌協賛金をいただいた方々	 （2023.7.10〜 2023.11.10迄・敬称略）

稲　益　昭　男 旧教職員（英語科教諭） 20,000
奥　田　喜久男 旧教職員（数学科教諭） 3,000
堤　　　　　宏 昭 16 大倉30 3,000
高　木　義　一 関西商工電工（電気）科 3,000
西　田　一　成 昭 22 大倉37 3,000
生　瀬　陽　三 昭 26 全 3商 8,000
西　田　成　治 昭 26 全 3商 3,000
寺　崎　公　望 昭 29 全 6商 3,000
森　田　喜代治 昭 29 全 6商 3,000
岸　　　日出夫 昭 30 全 7商 3,000
寅　井　章　男 昭 30 全 7商 3,000
中　積　義　政 昭 30 全 7商 3,000
三　崎　宗　一 昭 30 全 7普 3,000
井　澤　宏一郎 昭 31 全 8普 5,000
石　山　邦　彦 昭 31 全 8普 3,000
大　槻　忠　郎 昭 31 全 8商 3,000
福　岡　玄　次 昭 31 全 8商 3,000
白　瀬　壽　勇 昭 32 全 9土 3,000
藤　井　　　隆 昭 32 全 9商 3,000
藤　原　正　信 昭 32 全 9商 10,000
伊　藤　健　司 昭 33 全10商 3,000
木　島　要　介 昭 33 全10普 10,000
北　　　政十郎 昭 33 全10商 10,000
高　橋　　　弘 昭 33 全10商 3,000
豊　田　良　亮 昭 33 全10普 3,000
村　山　勝　彦 昭 33 全10商 3,000
吉　川　治　重 昭 33 全10商 3,000
吉　田　英　行 昭 33 全10商 3,000
岸　本　　　潔 昭 34 全11商 3,000
安　丸　栄　三 昭 34 全11商 3,000
大　塚　　　博 昭 35 全12商 3,000
曽　根　正　純 昭 35 全12商 5,000
岡　井　正　治 昭 36 定10商 3,000
清　水　信　昭 昭 36 全13普 10,000
鈴　木　雄　三 昭 36 全13普 3,000
安　藤　秀　信 昭 37 全14電 6,000
池　永　莞　爾 昭 37 全14商 3,000
黒　木　　　茂 昭 37 全14普 6,000
辰　己　好　夫 昭 37 全14商 5,000
田之畑　武　弘 昭 37 全14商 3,000

飛　永　英　勝 昭 37 全14普 3,000
中　井　　　清 昭 37 全14普 6,000
高　原　千　秋 昭 39 全16普 3,000
田　中　貞　雄 昭 41 全18普 3,000
中　西　　　徹 昭 41 全18普 10,000
福　西　英　俊 昭 41 全18普 3,000
堀　　　紀　雄 昭 41 全18普 3,000
山　中　才一郎 昭 41 全18普 3,000
倉　田　　　薫 昭 42 全19普 5,000
武　田　一　士 昭 42 全19普 5,000
日　　　大　吉 昭 42 全19普 3,000
森　　　芳　人 昭 42 全19普 3,000
山　崎　　　訓 昭 42 全19普 6,000
辻　田　武　志 昭 44 全21商 12,000
道　満　正　義 昭 44 全21普 3,000
山　口　清　稲 昭 44 全21普 3,000
吉　藤　卓　朗 昭 44 全21普 3,000
梅　原　光　生 昭 45 全22普 3,000
奥　　　雅　文 昭 45 全22普 3,000
田　中　一　夫 昭 45 全22商 3,000
飯　田　敏　夫 昭 46 全23普 3,000
匿　　　　　名 昭 46 全23普 3,000
福　井　武　信 昭 46 全23普 3,000
小　東　雅　夫 昭 48 全25普 3,000
阪　本　四　郎 昭 48 全25商 3,000
匿　　　　　名 昭 48 全25電 3,000
山　﨑　進　彦 昭 48 全25商 10,000
篠　田　雅　章 昭 49 全26普 15,000
柴　谷　雄　次 昭 50 全27普 3,000
島　村　和　臣 昭 50 全27普 10,000
広　田　耕　三 昭 50 全27普 3,000
水　口　良　一 昭 50 全27普 3,000
本　田　　　順 昭 51 全28普 10,000
桂　　　義　幸 昭 52 全29普 3,000
前　田　一　成 昭 52 全29普 5,000
浅　見　健次郎 昭 54 全31普 6,000
島　田　　　裕 昭 54 全31普 3,000
朴　　　元　哲 昭 54 全31普 30,000
大　西　　　誠 昭 55 全32普 3,000
萩　森　逸　平 昭 55 全32普 3,000

内　野　広　信 昭 56 全33普 3,000
岡　田　　　功 昭 56 全33普 3,000
森　口　　　優 昭 56 全33普 12,000
山　下　浩　之 昭 56 全33普 3,000
今　木　隆　茂 昭 57 全34普 3,000
河　合　郁　夫 昭 57 全34普 3,000
橋　長　教　行 昭 57 全34普 3,000
柳　川　　　進 昭 57 全34普 6,000
竹　林　正　浩 昭 58 全35普 10,000
田　中　伸　穂 昭 59 全36普 9,000
高　橋　哲一郎 昭 60 全37普 3,000
新　原　高　明 昭 60 全37普 3,000
細　谷　寿　弘 昭 62 全39普 9,000
望　月　政　実 昭 63 全40普 3,000
匿　　　　　名 昭 63 全40普 10,000
津　田　信　吾 平 2 全42普 3,000
桑　原　徳　雄 平 4 全44普 6,000
大　下　正　行 平 5 全45普 2,000
清　水　洋　平 平 5 全45普 3,000
水　沼　　　博 平 5 全45普 3,000
築　部　英　章 平 7 全47普 3,000
神　代　慎太郎 平 9 全49普 3,000
山　本　幸　司 平 9 全49普 3,000
太　田　圭　紀 平 11 全51普 3,000
横　山　智　晃 平 15 全55普 9,000
神　原　広　嵩 平 18 全58普 3,000
横　川　哲　史 平 20 全60普 3,000
松　井　俊　貴 平 22 全62普 3,000
河　本　大　輝 平 24 全64普 3,000
中　田　　　凱 平 28 全68普 3,000
山　中　子　々 平 28 全68普 3,000
渡　辺　　　悠 平 28 全68普 3,000
岡　田　真　愛 平 29 全69普 3,000
重　松　洋　輝 平 30 全70普 3,000
溝　口　綾　乃 平 30 全70普 3,000
岡　田　愛　海 令 2 全72普 3,000
小　牧　宏　樹 令 3 全73普 5,000
尾　辻　　　馨 令 4 全74普 3,000
溝　口　　　司 令 4 全74普 3,000
匿　　　　　名 2,000

 氏　　名 卒業年度（科・回） 金　額  氏　　名 卒業年度（科・回） 金　額  氏　　名 卒業年度（科・回） 金　額
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令和5年9月3日（日）、第51回同窓
会総会・懇親会が母校関西大倉中学校・
高等学校のハイブリッドホール・校内
食堂で開催されました。（写真①）当日は
残暑が厳しかったものの好天に恵ま
れ、卒業生約80名が参加しました。
開会に先立ち、吹奏楽部の素晴らし
い演奏が木村季弘先生の指揮で披露さ
れました。（写真②）

引き続き第1部の総会が岸本光生同

窓会副会長（昭和58年卒）の司会によっ
て始められました。物故者に対する黙
祷ののち、初めに髙寺	淸同窓会長（昭
和41年卒）から総会参加者に対するお
礼のお言葉が述べられた後、以下のよ
うな話と要請がされました。（写真③）

現在、同窓会の組織をはじめ
として各方面の見直しをしてい
るところです。その一つがホー
ムページの充実をはじめ同窓生
との「絆」を密にするためには如
何にすべきかといった事項の検
討委員会を立ち上げ取り組んで
います。若い卒業生の方々の力
に期待しております。ご協力い
ただければ幸いです。新校舎も
建ち、後輩たちも活躍していま
す。同窓生も同窓会の発展のた
めに、一層のご協力をお願いい
たします。

そして最後に、母校と結縁関係にあ
る韓国善隣インターネット高等学校と
の交流について話されました。
次に古川英明学校長のご挨拶があり
ました。（写真④）初めに同窓会総会前
日（9月2日）に学園で開催された中学
校入試説明会の状況と母校の社会的評
価の動向について話されました。その
中で、保護者・生徒（子弟）が満足して
おり、先生方も教えがいのある学校が
理想であり、関西大倉学園がそのよう
な学校になるように願っています。そ
のためにも同窓会の協力、支援をお願
いしたいと述べられ、最後にクラブ活
動の状況を報告されました。
次に、学園理事長の倉田	薫氏（昭和
42年卒）のご挨拶があり、初めに日頃
より母校へのご支援・ご協力いただい

〜母 校 に 集 い 同 窓 生 の 絆 の 輪 を 拡 げ よ う〜

同 窓 会 総 会
第51回

●①
ハイブリッドホール受付風景

吹奏楽部の演奏

会長から理事長へ教育基金寄付目録贈呈

和太鼓部のパフォーマンス

ダンス部のパフォーマンス

髙寺会長の挨拶 古川校長の挨拶 倉田理事長の挨拶

「教室のかけら」販売

●②

●⑥

●⑦

●⑧

●⑨

●③ ●④ ●⑤
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ている旨のお礼の言葉がありました。
続いて私学を取り巻く教育環境につい
て話され、大阪府では授業料が無償に
なる予定であるため、関西大倉が生き
残るためには教育内容の充実を図るこ
と以外にない。学園の責任者として全
力で取り組んでいく旨を話されまし
た。最後に同窓会支部が設立されるこ
とを願っている。同窓会支部活動が同
窓会の発展に寄与するものと確信して
いると話されました。（写真⑤）

その後、同窓会会則第14条に則り、
高寺同窓会長を議長に、副会長の島村
和臣氏（昭和50年卒）を副議長として
議事に入りました。配布資料に基づ
き、令和4年度会務報告を同窓会事務
局担当理事の平井聰好氏（昭和56年
卒）から、令和4年度決算報告、令和
5年度予算案が同窓会事務局長の本田	
順氏（昭和51年卒）から提案されまし
た。また、同窓会監事の尾崎正典氏（昭
和55年卒）から監査報告があり、いず
れも承認されました。続いて善隣イン
ターネット高等学校・總同門会との交
流に関して副会長の松本光男氏（昭和

46年卒）から説明されました。次に髙
寺会長から理事委嘱と新役員の紹介、
同窓会事務局担当理事の向井	史氏（平
成6年卒）から進路状況・学園近況報
告がありました。最後に高寺会長から
倉田理事長に「学園教育基金」への寄付
目録が手渡され、同窓会総会は閉会し
ました。（写真⑥）

総会後、ダンス部と和太鼓部「雷」の
生徒諸君が力強く、躍動感あふれるパ
フォーマンスを披露し、会場から惜し
みない拍手が送られました。（写真⑦、⑧）

なお総会の際、2020年にコロナ禍の
中で文化祭当時の生徒たちが旧校舎の
黒板や廊下の壁で製作した「ミニ黒板」
や「教室のかけら」を販売させていただ
きました。販売した代金は全額、ユニ
セフに寄附いたしました。また出席者
は校内を見学し、新校舎の充実した内
容に満足そうでした。（写真⑨、⑩）

その後、高校棟食堂に場所を移し、
松本副会長の司会のもと、第2部の懇
親会が開催されました。改めて髙寺会
長のご挨拶があり、生瀬陽三氏（昭和

26年卒）の乾杯の発声をもって会が始
められました。その際、ご高齢の生瀬
氏は、その元気の源について「多くの趣
味を持つこと。ボランティア活動など
に積極的に参加し、人とかかわること」
などと話されたのは大いに参考になり
ました。
その後会場の和やかな雰囲気の中、
同窓生たちは食事をとりながら時代を
超えてお互いに懐かしい学生時代の思
い出などについて歓談されていまし
た。宴もたけなわの中、司会者の松本
氏から、出席者から「一人一言」ずつ発
言してはという提案があり、会場は大
いに盛り上がりました。最後は出席者
全員で「校歌」を斉唱し、楽しいひと時
を過ごしました。（写真⑪、⑫、⑬）

最後になりましたが、総会運営にご
協力いただいた教職員の方々、同窓会
役員の方々、総会・懇親会などの写真
を撮ってくださった同窓会理事・丸岡
拓真氏（平成25年卒）に深く感謝いた
します。（写真⑭）

文責：清水信昭（昭和36年卒）

関 倉 の 中 の

〜小さな自然〜
ギンラン 【ラン科】
タケノコの季節が終わった竹林

に、真っ白な花をつけています。
華やかさはありませんが、清楚

でかわいらしい姿です。
数を減らしつつある植物です。

そっとその場所で楽しむようにし
てください。

懇親会風景

懇親会のケータリング

「一人一言」コメントをする出席者

新校舎をバックに
出席者の集合写真

新校舎の図書館を見学する出席者

●⑬

●⑩

●⑫

●⑭

●⑪
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　教 職 員 短信

●加藤 隆章 （旧国語科教諭）

○「明日死ぬかのように生きよ。永遠

に生きるかのように学べ」（マハトマ・

ガンジー）をモットーに満身創痍なが

ら踏ん張っています。残りの人生を有

意義なものにする為に。

●渡辺 雅彦 （旧学園事務長）

○在職中に特に記憶にあるのは、生徒急

増期のプレハブ校舎建設、学園創立90

周年でのハイブリッドホール建設、立

命館大学との教学提携、生徒急減期へ

の対応策としての中学棟建設・再開（男

女共学）でした。施設のハードと教育の

ソフトのバランスの難しさを実感しまし

た。また、故廣慶太郎理事長（㈱クボタ

元会長）には大変お世話になりました。

●牧川 方士 （現英語科教諭）

○退職をひかえて

ここ関西大倉で英語を教え始めて44

年。今年度で最後になりました。

最初は教材のプリントや試験問題はす

べて手書き、または手動のタイプライ

ターを使っていました。その後電動の

タイプライター、さらにそれをパソコ

ンにつないで印刷していました。その

後の技術の進化、特に最近5年間の変

化はとても想像できませんでした。

授業ではいろいろな生徒・教師に出会

うことができて、たくさん刺激を受け

ました。ありがとうございました。

個人的には、英単語の語源をより知

るために50代後半に大学でラテン語

などを学びました。毎週テストがあ

り、人生で一番真剣に勉強した気がし

ます。中学から楽しんでいるクラシッ

クギターのコンクールに参加したり、

60歳過ぎてチェロを始めたり、電気

工事士の資格を取ったりと、いろいろ

新しいことにも挑戦しています。

卒業生のみなさん、もうすぐ卒業生に

なるみなさん、教職員のみなさん、教

職員OB・OGのみなさん、またお会

いできることを楽しみにしています。

昭和36年4月、私は関西大倉中学校に入学した。大阪
市福島区の商店街にあった自宅から徒歩15分で大淀学舎
に通学出来るので、公立中学校に行かず、両親の勧めも
あって入学を決めた。
ところがその2年後の昭和38年（中学3年時）に茨木校
舎に移転することになり、大淀校舎の想い出は2年間しか
ない。正面玄関の大きな蘇鉄、木造の校舎、講演を聴い
た講堂などで2年間を過ごした。実は「大淀校舎」は校舎
の老朽化と環境悪化（なにわ筋の交通量増大）のために、
郊外へ学校移転の計画が進行中であった。この経緯に
はさまざまな裏話があり、学園理事会や教職員の中にも、
移転に反対の意見があった様である。
しかし、当時の髙木校長は昭和32年4月に大淀校舎か
らの校舎移転を決断され、移転先の候補地を物色されて

いた。猪名川町、箕面市、茨木市の三つの候補地が上がっ
たが、猪名川は兵庫県のために見送り、箕面市（4万坪）
より広い校地の茨木市（6万8千坪）の土地の購入で決着し
た経緯がある。昭和36年10月に新校舎の地鎮祭が挙行
され、昭和37年から工事が開始された。
私たち在校生徒はそのことを知らず、昭和37年の3学
期（当時中学1年生）の京都遠足の帰りに、新校舎移転地
の見学があり、その時に初めて知った。
遠隔地のため、学校内でも辞めてゆく教員がいたそう

だが、新校地は『自然に囲まれた環境の中で勉強が出来
る！』という、教育に一番大事なことが決め手になったよう
で、今にして思えば『先見の明』があったとしか言いようが
ない。
あれから60年が過ぎ、茨木キャンパスも還暦を迎えた。
懐かしい校舎も昨年、新校舎に生まれ変わった。私にとっ
て、「大淀校舎、旧・茨木校舎」は『青春のふるさと』です。

【参照】
「いまだ夢少なからず」高木美喜次　（1987年発行）
「創立120周年記念誌」関西大倉学園（2022年発行)

※なお、『CYCAS』第46号の教職員短信に、私の現職「浄土
真宗本願寺派・布教師」とありましたが、正しくは「浄土真
宗本願寺派・布教使」です。

【特別寄稿】

「茨木校舎60年の還暦に寄せて」
〜茨木校舎移転の裏話〜

尾崎 正敏
元・校長 ● 昭和36年4月中学入学～昭和42年3月高校卒業

茨木校舎建設
予定地を視察
する髙木校長
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●坂倉 正紀 （関西大倉・普通科 昭和28年卒）

○昭和35年頃より毎年クラス会を開

催していました（私は東京で3年に1

回参加）。年々参加者が少なくなり、11

前より中止。亡くなる方も多く、現在

は私を含めて3名しか確認できなくな

ってしまいました。

●中積 義政 （関西大倉・商業科 昭和30年卒）

○20年間、40回続いた凡倉セブンゴル

フ会も人数が減り、中止になりました。

残った5名だけで頑張るつもりです。

●吾東 慶隆 （関西大倉・商業科 昭和35年卒）

○昨年5月より住居建て替えのため、

仮住まいをしていましたが、やっと完

成し、孫たちと賑やかな毎日を過ごし

ています。

●武田 一士 （関西大倉・普通科 昭和42年卒）

○公立高校の入試で不合格になり、関

西大倉に。通学時間は往復3時間以上。

辛さをバネに頑張り、希望の大学合格。

担任の石井康夫先生は豊中から寝屋川

の武田歯科に通院くださり、涙が出ま

した。数学科の和久田、保健体育科の

坂本、商業科の池田各先生方が応援し

てくださいました。今は孫9人、釣り

を趣味に後期高齢者として元気に暮ら

しております。

●中村 雅一 （関西大倉・普通科 昭和46年卒）

○同窓会役員の松本光男氏と同期で、

ラインで繋がり、韓国善隣總同門会と

のゴルフ大会や学園のゴルフコンペに

も参加させていただきました。在校時

は園芸部で、小林先生のもと、裏山で

薩摩芋を植えたことをうっすらと覚え

ています｡どなたか一緒に活動されて

いた方がおられましたら、一度お話を

したいと思います。

●藤木 健 （関西大倉・普通科 昭和49年卒）

○卒業してから50年近くなった。在学

中5人家族であったが、今は一人暮らし

の日々が続いています｡

●光島 哲郎 （関西大倉・普通科 昭和50年卒）

○関西の地を離れて50年。関西大倉

時代が懐かしく思います。

●久笹 孝之 （関西大倉・普通科 昭和54年卒）

○関西大倉の最近の進化に目を見張る

ものがあります。我が社の基本基調は

「伝統と革新」ですが、「伝統は革新の

連続で培われるもの」として今年で創

業130周年を迎えました。まさしく関

西大倉の120周年は革新の連続であっ

たのですね。おめでとうございます。

●島田 裕 （関西大倉・普通科 昭和54年卒）

○3月に40年間勤めていた会社を退

職し、20年間の単身赴任を切り上げ、

西宮の家に帰ってきました。今後は家

族とともに過ごし、趣味の歴史や鉄道

を極め、充実した人生にしたく思って

おります。

●山本 紳一郎 （関西大倉・普通科 昭和54年卒）

○紅顔の美少年?であった我々も髪は

減り、残るは白髪ばかり、還暦も過ぎ

たれど、酔うて思うは、関西大倉の時代

なり。

●内野 広信 （関西大倉・普通科 昭和56年卒）

○東京での単身赴任は続いています

が、元気に過ごしています。

●岡田 功 （関西大倉・普通科 昭和56年卒）

○定年まであと5年。昔の関西大倉と

同じ男子校で頑張っております。コロ

ナ禍の3年間を経て英語のオリジナル

ICT教材を開発し、時代に遅れぬよう

新しいことに挑戦しています。

●松井 訓 （関西大倉・普通科 昭和56年卒）

○一生現役。日々薬学生の指導に一生

懸命励んでいます。学生の成長を楽し

みに頑張っています。

●河田 哲 （関西大倉・普通科 昭和57年卒）

○同じ関西の吟詠文化協会の中で旭峰

吟詠会豊能支部から浜松鷺長会に移っ

てから1年余り経ちますが、順調に新

しい先生の指導の下、吟詠活動に励ん

でおります。来年6月には準師範の指

導免許状の取得に挑戦する予定です。

●幸田 英治 （関西大倉・普通科 昭和57年卒）

○この9月で60歳の定年退職となり

ました。3年の時に担任をしていただ

いた柴田先生が『サイカス』32ページ

に写っていらっしゃり、とても懐かし

く思いました

●檜山 聡 （関西大倉・普通科 昭和57年卒）

○私たちの学年は還暦の年になりまし

たね。久しぶりに同窓生と会いたいよ

うな、会いたくないような複雑な気持

ちです。

●若狭 信次 （関西大倉・普通科 昭和58年卒）

○広報誌『サイカス』、楽しく読ませ

ていただいております。私は囲碁将棋

同好会に所属していました。将棋2連

覇おめでとうございます。

●高雄 元晴 （関西大倉・普通科 昭和61年卒）

○『サイカス』で小村賢治先生がご逝

去されたことを知りました。先生から

3年間吹奏楽部の顧問として音楽を演

奏し、聴く楽しみを言葉ではなく、練

習を通じて教えていただきました。こ

の音楽を楽しむという習慣は今も変わ

りません。小村先生のご冥福をお祈り

するばかりです。

●榧野 道彦 （関西大倉・普通科 昭和62年卒）

○陸上自衛隊員（第32普通科連隊・

連隊長）として首都防衛に頑張ってい

ます。

●三坂 裕士 （関西大倉・普通科 昭和63年卒）

○創立120周年おめでとうございます。

先日、全国社会人クラブバドミントン

選手権大会3位になることができまし

た。全国と名の付くもので入賞できた

のは初めてのことなので素直にうれし

いです。「継続は力なり」です。皆様も

好きな事はずっと続けてください。

●中井 貴之 （関西大倉・普通科 平成8年卒）

○マイホームのリフォームを相談した

業者の社長が関西大倉の先輩でした。

他にも今の仕事先でも関西大倉OBと

会う機会があり、絆を感じています。

●山田（旧姓 小柳） 朱里
 （関西大倉・普通科 平成24年卒）

○いつも大変お世話になり、ありがとう

ございます。結婚に伴い住所が変わり

ました。今後ともよろしくお願いいた

します。

●清水 宏太郎 （関西大倉・普通科 平成25年卒）

○病院で薬剤師として働きはじめて5

年目になりました。大阪・福井、和歌

山といろいろな場所に勤務してきまし

たが、その地域での出会いを大切にし

ながら日々働いています。関西大倉で

お世話になった先生方、同級生の皆様、

お元気ですか｡

●吉村 朝都 （関西大倉・普通科 平成26年卒）

○関西大倉高等学校の益々の発展を願

っています。

同窓会員メッセージ
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■募集人数	六年一貫コース　約140名（男子／女子）
■出願方法・期間
　A1日程Web出願：12月		8日㈮ 0時〜1月11日㈭	 15時
　A2日程Web出願：12月		8日㈮ 0時〜1月13日㈯	 14時
　B		日程Web出願：12月		8日㈮ 0時〜1月14日㈰	 14時
　C		日程Web出願：12月		8日㈮ 0時〜1月16日㈫	 8時
■検定料	 20,000円（Web出願上）

	 ※C日程の検定料は10,000円とします。
■試験日	 A1日程：1月13日㈯　 		9時
	 A2日程：1月13日㈯　 17時
	 B日程　：1月14日㈰　 16時
	 C日程　：1月16日㈫　 10時

※感染症等対応入試（インフルエンザ・新型コ
ロナウイルス等）を1月28日㈰にC日程（2科）
と同じ時間で実施します。

■試験科目・時間・配点
A1 日程
（4科型）

国
50分/100点
語・算

50分/100点
数・理

40分/50点
科・社

40分/50点
会

A1 日程
（3科型）

国
50分/100点
語・算

50分/100点
数・理

40分/50点
科

A1 日程
（2科型）

国
50分/100点
語・算

50分/100点
数

A2・B・C日程 国
50分/100点
語・算

50分/100点
数

■合格発表
　A1日程：1月14日㈰	ホームページ（午前掲載予定）
　A2日程：1月14日㈰	ホームページ（午後掲載予定）
　B　日程：1月15日㈪	ホームページ（午後掲載予定）
　C　日程：1月17日㈬	ホームページ（午前掲載予定）
　※掲示による発表はありません。
■入学手続	A1・A2日程：1月15日㈪15時まで
	 B　　　日程：1月16日㈫15時まで
	 C　　　日程：1月18日㈭15時まで
■英検資格取得者への加点優遇
　　4級＝10点、3級＝15点、準2級以上＝30点
　　（A1日程は2倍）

2024年度　中学校　生徒募集要項（抜粋）

■募集人数	 	 	●特進S	‥	約		35名（男子／女子）
	 		●特進　‥	約280名（男子／女子）

■出願方法・期間
	 	窓口受付　1月22日㈪〜1月29日㈪

※10時〜15時（土・日を除く）
	 	郵送受付　1月22日㈪〜1月29日㈪ 必着

■検定料	 	 20,000円

■試験日	 	 2月10日㈯
	 	※感染症等対応入試（インフルエンザ・新型コロ

ナウイルス等）を2月24日㈯に実施します。

■試験科目	 	国
50分/100点
語・社

50分/100点
会・数

50分/100点
学・理

50分/100点
科・英

50分/100点
語

■専願者の優遇
　合格最低点を有利に取り扱います。

■合格発表
　2月13日㈫　郵送・ホームページ掲載

■入学手続
　●専願：2月15日㈭ 15時まで
　●併願：3月19日㈫ 15時まで
	 （兵庫県公立高校受験の生徒も含む）

■英語外部検定制度による英語得点の読み替え
大阪府立高校入学者選抜「英語」の外部検定資格の読み
替え制度同様の有資格者への優遇を行います。
TOEFL	iBT IELTS 英検 読み替え得点率
60 点〜 120 点 6 準 1 級 100％
50 点〜 59 点 5.5 （対応なし） 90％
40 点〜 49 点 5 2 級 80％

2024年度　高等学校　生徒募集要項（抜粋）

◎中学入試を複数回受験した場合は、2回目以降の日程で10 点加点します。
◎父母（祖父）が本学園の卒業生であるか、兄姉弟妹が本学園の卒業生（在校生）である場合、中学入試および高校入試（特進コ
ース専願）で10点加点します。（本校所定の受験連絡届を事前に提出してください。）
※上記について、重複の加点はいたしません。

同窓会では今、各界で活躍されている卒業生の皆さ
んのいろいろな「情報」を随時発信していくため、同窓
会のホームページのリニュ―アルに取り組んでいます。
「同期会」「クラス会」を開催します。
「クラブOB・OG会」を開催します。
「演奏会」を開催します。
「著書」を出版しました……などなど、

各種記事を掲載いたしますので、ご期待ください。

また企業紹介のページを設け、卒業生が経営する会
社・店舗等も紹介していく予定です。自薦・他薦を問

いません。詳細については改めてご連絡いたします。

次年度からは『サイカス』の発行が年１回（毎年６
月末）になりますが、今後はホームページを有効に活
用していきます。

同窓会活動は卒業時の「入会金」とサイカスに同封
しています「会報協賛寄付金」により支えられていま
す。また、母校の教育活動を応援するための「関西大
倉学園教育基金」へのご協力も併せてお願いします。

関西大倉同窓会　事務局
Mail：dousoukai@kannkura.jp

いろいろ、動き出します。関西大倉同窓会！！


